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 修士（工学）佐藤真提出の論文は、「知識連繋のためのストーリー生成手法」と題し、

6 章からなる。 

近年、様々な分野において、知識連繋の重要性・必要性が認識されている。特に、様々

な要因が複雑に絡む大規模な問題解決、多様な分野の連携による新技術開発、あるいは

多分野にまたがる問題自体の発見や精緻化などの場面において、知識連繋のための具体

的方法が求められている。 

本研究は、知識連繋を行う手法としてストーリーの重要性に着目し、ストーリー生成

支援のための方法として、トピックブリッジングと名付けたストーリー生成のフレーム

ワークとそれに基づく 2 つの手法を提案している。従来のストーリーに関する研究は、

ストーリーの解析に関するものが多く、ストーリー生成に関する手法としては、ストー

リーの構成要素となる情報をユーザ自身が整備し蓄積しておくことが前提とされて多

大な労力とコストが必要とされていた。これに対して、本論文は、ストーリーの数学的

なモデルを与えることにより、大量に蓄積されている文書情報を利用して、ユーザが

様々な知識を連繋させるために文脈依存性を考慮したストーリー生成を支援する手法

を提案している。実験により、提案手法の有効性を確認し、さまざまな分野へ応用可能

な基盤的枠組みたりうることを示している。 

 

第 1 章は序論であり、本研究の背景、位置付け、および目的を述べている。 

第 2 章では、関連研究として、ストーリー生成に関する研究、自然言語処理、データ

マイニング、創造活動支援等に関する研究を概観し、本論文の位置付けを行っている。 

第 3 章では、トピックブリッジング手法の基盤モデルとして、人間の思考や記憶の認

知アーキテクチャである活性伝播モデルに基づく語彙連鎖構造の抽出方法を提案し、こ

れをトピック伝播モデルと名付けた。トピック伝播モデルは、ストーリーを構成するシ

ーンの連鎖により動的にトピックが変化するモデルであり、これにより知識の文脈依存

性を扱うことを可能としている。 

第 4 章と第 5 章では、トピック伝播モデルに基づき 2 つのトピックブリッジング手

法を提案し、創造的なストーリー生成について議論している。 



まず、第 4 章では、文脈依存型トピック遷移パターンに着目したストーリー生成支援

手法を提案している。これは、トピック伝播モデルの順問題解析を用いて、ストーリー

の始点と終点を補間するブリッジとなるシーンを探索し提示する方法である。ストーリ

ーを構成する各シーンに含まれるトピックの重みが、シーンの連結によりどのように遷

移するかを統計的に解析した文脈依存型トピック遷移パターンに基づき、候補となるブ

リッジシーンを探索する。この手法は、ストーリーの内容を示す複数の語をキーワード

とした検索や，単純にシーン間の類似関係などに着目するだけでは得られないようなシ

ーンを推薦することができ、既存の文書群を元にして展開可能なストーリーを提示でき

る。提案手法を小型人工衛星設計議事録に適用し、多様な文脈における部品間の関係を

表すストーリー、機器の故障などをトリガーとして原因や解決方法へ至る道筋を示すス

トーリー等の生成支援などが適用例として示されている。 

第 5 章では、トピック伝播モデルを逆問題解析してつなげたシーンの特徴量を推定す

るトピックブリッジング手法を提案している。トピック伝播モデルにおいてトピックは

連鎖させるシーン内の語の関係によって伝播するとしたが，本手法ではあらかじめ伝播

する前のトピックと伝播した後のトピックを与えたとき，どのようなシーンをつなげた

かということを推定する．「航空宇宙工学」と「地球温暖化」を結ぶストーリー生成実

験等を通して本手法がストーリーのつくりやすさという点において有効であることを

確認している． 

第 6 章は結論であり、本研究の成果をまとめ、今後の課題を示している。 

 

以上要するに、本論文は、文脈に依存するストーリーの数学的なモデル化を行い、ト

ピックブリッジングと呼ぶストーリー生成フレームワークを提案し、その有効性を実証

したものであり、その成果は航空宇宙工学のみならず、複数の分野にまたがる学際領域

において寄与するところが大きい。 

 よって本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


